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本稿では，2019年11月に実施した「メディア利用動向調査」の結果を報告する。動画配信，SNSやネットニュー
スなどインターネットを利用したデジタルメディアの隆盛に加え，放送のインターネット同時配信の開始など，メディ
ア環境の激変をユーザーはどう受け止め，どう利用しているのか? 伝統的なマスメディアとネット系メディアに対す
る信頼性と利用率の関係はどうなっているのか? 結果からは，インターネット接続されたテレビが徐々に増え，そ
こでは動画配信の利用が多くなってきていること，ネットニュースと伝統的なマスメディアの信頼性が若い世代で
肉薄していることなどがわかった。放送をはじめとした伝統的なマスメディアと，動画配信サービスなどのネット系
メディアとの垣根が，ユーザーにとっていよいよ低くなりつつあると筆者は考える。加えてインターネット同時配信の
利用意向や4K・8K放送の認知など，過去4 年の調査結果を時系列でたどり，ユーザーの潮流を分析した。

さらに，新型コロナウイルスの感染拡大を受け，本稿を執筆している2020 年5月上旬現在，全国に緊急事態
宣言が出されている。この状況に対して，それぞれの動画配信サービスも動き始めた。将来のメディアのあり方に
も関わっていくであろうこうした取り組みについても概観した。

ユーザーからみた
新しい放送・通信サービス
～ 2019 年 11月メディア利用動向調査から～

　　　　　　　メディア研究部　河村　誠

1. はじめに

拡大を続ける動画配信サービス，存在感を
増すSNSやインターネット系ニュースメディア。
一方で，伝統的なマスメディアも放送の同時配
信などインターネットテクノロジーをベースとし
たモデル作りを急ぐ。メディア地図が大きく塗
り替わるこの状況を，ユーザーはどう受け止め
ているのか。

NHK放送文化研究所では，2016年から全
国16歳以上の男女を対象にした「メディア利
用動向調査」を年1回実施している1）。今回は，
その4回目となる2019年11月の調査結果を報
告すると同時に，関連するサービスの動向につ
いても触れていく。なお，本調査はメディア研
究部と世論調査部で実施した。

【調査の目的】

この調査の目的は， ▼ 動画配信サービスの
利用実態， ▼伝統的なマスメディアとネット系メ
ディアの信頼性と利用率， ▼放送のインターネッ
ト同時配信，4Ｋ・8Kなど新たな放送・通信
サービスに対する認知や利用意向の推移，な
どを把握することである。

さらに，新型コロナウイルスの感染拡大を受
け，本稿を執筆している2020年5月上旬現在，
全国に緊急事態宣言が出されている。この状
況に対して，それぞれの動画配信サービスも動
き始めた。将来のメディアのあり方にも関わっ
ていくであろうこうした取り組みについても概
観したい。
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・  サンプル数 :（全体）n1，（一部）n2

　割合（％）:（全体）p1，（一部）p2

・  z =「1.960」以上なら
   「有意水準（危険率）5％で」有意差あり
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（分母 = テレビ・録画機・ケーブルテレビの機器などを
インターネットに接続している人 440 人）

図 1　テレビ・録画機で利用した
                   インターネットサービス（複数回答）
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 2. 調査の概要

調査の概要は，39頁からの単純集計結果に
記載したとおりで，2019年11月15日（金）～
12月1日（日）に配付回収法で実施した。調査
相手は，住民基本台帳から無作為に抽出した
全国16歳以上の男女2,091人で，調査有効数

（率）は1,265人（60.5％）であった。サンプル
構成の詳細については文末の表をご覧いただ
きたい。なお，台風19 号により，茨城県の1
地点で調査中止となった。

 3. 調査結果から

調査結果を5つのパートに分けて報告する。
• 3－1：動画配信サービスの利用実態
• 3－2：新型コロナウイルス感染下の動画
配信サービスの動向

• 3－3：伝統的なマスメディアとネット系
メディアの信頼性と利用率

• 3－4：インターネット同時配信の利用意
向の推移，および4Ｋ・8K放送の認知

• 3－5：「視聴ログ」の認知

3  –1　動画配信サービスの利用実態
（1）テレビ受像機の放送外利用が進む

今回の調査結果でまず注目したいのは，テ
レビでインターネット動画を視聴する人が増え
たことである。本調査ではテレビや録画機など
のインターネットへの接続率（ネット結線率）を
継続的に調べてきた。前回（2018 年）は31％
だったものが，2019 年には35％に増えている。

図1はテレビ・録画機などをインターネットに
接続している人が，どのようなサービスを利用
したことがあるのかについてである。前回に比

べて増えているのは次の2つであった。「無料
のインターネット動画配信サービスを利用する」

（2018年41％→2019年51％）と，「有料のイン
ターネット動画配信サービスを利用する」（2018
年16％→2019年21％）である。無料，有料と
もに動画配信の利用が増える一方で，「双方向
番組へ参加する」「データ放送で，ネット接続
でしか見られないサービスを利用する」といっ
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図 2　利用している動画配信サービス（複数回答）

　  □は前回（2018 年）と比べて統計的に高いことを示す。　  　は 2 年前（2017 年）と比べて統計的に高いことを示す
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た放送事業者が提供するサービスに関しては，
前年（2018年）から増えたとは言えなかった。
テレビとインターネットの接続が進む中，そこで
利用されるサービスにおいては，インターネット
を通じて配信される動画コンテンツの存在感が
増している。

こうした動きは，Wi-Fiによるインターネット
接続可能テレビや，Fire TV Stickなどテレビ
の端子に差し込むだけで動画配信を手軽に見
ることができる周辺機器の普及と連動している
のであろう。ちなみに，インターネット接続可
能テレビの保有世帯数については，こんな予測
が出されている。2019年度は2,084万世帯で
あるが，2025年度には3,167万世帯と1.5倍に
も増加するという（野村総合研究所ICTメディ
ア・サービス産業コンサルティング部『ITナビ
ゲーター 2020年版』〈東洋経済新報社〉より）。
テレビに映し出される映像が，はたして「放送」
なのか「ネット動画」なのか，ユーザーが意識
することはなくなる時代がすぐそこに迫ってい
るように筆者にはみえる。

（2）どんな動画配信が見られるのか　　

次に，インターネット動画配信サービスで
ユーザーは何を利用しているのか。図2は各
サービスの4年間の推移である。無料を中心と
したサービスを左側，有料を中心としたサービ
スを右側に並べた。また表1には，さらにサー
ビスごとの男女年層別の利用に関する2019年
の結果をまとめた。

【 依然として強いYouTube 】

図2の有料，無料のすべてのサービス中，
「YouTube」を利用している人が54％と依然と
して抜きん出ており，表1では幅広い年代に利
用されていることがわかる。全体（54％）より
も高いのは，男性の16～29歳から50 代まで，
女性の16～29歳から40 代まで。男性50 代で
も66％，女性40 代でも68％が利用している。

【 躍進するABEMA 】

図2の無料サービスについてみていくと2019
年の結果では，「AbemaTV（2020年4月11日
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全体
男 女

16～
29歳 30代 40代 50代 60代 70歳

以上
16～
29歳 30代 40代 50代 60代 70歳

以上
YouTube 54 92 78 85 66 41 23 88 85 68 53 36 11 
AbemaTV 10 19 13 △ 16 11 5 2 △ 37 15 △ 10  7 △ 4 2 
TVer（ティーバー） 6 11 12 8 5 3 2 19 9 9 6 3 0 
GYAO! 6 5 6 8 6 4 2 13 16 5 11 4 0 
ニコニコ動画 5 24 9 11 5 2 1 16 6 3 2 0 0 
TikTok（ティックトック） 3 7 3 5 2 0 0 20 6 4 △ 3 0 0 
LINE LIVE 1 3 0 0 0 1 1 3 0 2 1 0 2 
dailymotion 1 4 3 2 0 0 0 4 1 0 0 0 0 
Amazonプライム・ビデオ 9 18 16 11 9 5 2 24 15 13 8 6 1 
hulu 3 7 4 2 0 2 1 △ 19 11 2 3 0 0 
NETFLIX 3 7 4 △ 6 2 0 2 13 2 2 1 1 0 
dTV 2 3 3 2 3 0 1 3 2 2 4 2 0 
NHKオンデマンド 1 0 0 0 1 1 2 1 2 0 3 2 1 
U-NEXT 1 4 0 2 1 0 0 4 0 1 0 0 0 
DAZN 1 1 6 1 1 0 0 1 1 2 0 0 0 
dTVチャンネル 1 1 3 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 
Paravi（パラビ） 1 3 0 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 

■は全体と比べて統計的に高い層であることを示す。　△は前回（2018 年）と比べて統計的に高いことを示す。　
男 30 代は標本数が少ないため参考

（％）

からABEMAに名称変更）」が10％と高い。
これは，サイバーエージェントとテレビ朝日が
2016年から展開する動画配信サービスで，前
回の7％から増加し，「YouTube」に次ぐ存在
となっている。なお，本調査で前回からの1
年で統計的に増加した動画配信サービスは
AbemaTVだけである。表1の男女年層別で
みると，男性で40 代が2018年9％→2019年
16％。女性で，16～29歳が18％→37％，40
代が3％→10％，60 代が1％→4％と増えてい
る。

利用する人の割合が増えた要因は何であろ
うか。AbemaTVが発表した2019 年の人気
番組ランキング 2）をみてみると，1位は『ノー
カット生中継・雨上がり宮迫さん・ロンブー
亮さん記者会見』（2019 年7月20日配信），2
位は『ノーカット生中継・吉本興業・岡本社

長記者会見』（2019 年7月22日配信）であっ
た。世間の関心事を生中継で全部伝えること
がユーザーに受け入れられ，利用増加の要因
の1つになったと考える。また，人気番組ラ
ンキングの10 位までの中に恋愛リアリティー
ショー『オオカミちゃんには騙されない』シ
リーズ（2019 年7 ～ 9月配信）が 3 作入ってい
る。このシリーズは10 代に人気があるモデル
やアーティストなど10人の男女が出演し，交
流する中で恋愛が生まれていくさまを追ったコ
ンテンツである。真実の恋をしたい出演者の
中に，好きでもないのに好きなふりをする女性

「オオカミちゃん」が1人以上いるという設定で
ある。こうした，若い女性にターゲットを絞っ
た独自のコンテンツが，表 1の女性16～29歳
が 37％に増えたことにつながっているようにも
みえる。

 表 1　利用している動画配信サービス（複数回答・男女年層別）
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ところで，A B E M Aは放送と同じように
リアルな時間軸に沿ってプログラムが編成さ
れて いる。2016 年 の開 始にあたり，dTV，
NETFLIX，Amazonプライム・ビデオなど先
行する動画配信サービスがいくつもある中で
勝負するためには，「斬新さを打ち出す必要が
あり，『ネットなのに受動型のテレビ視聴スタイ
ルで多チャンネルで無料』にすれば食い込め
るのではないか」と考えたと，スタート当時の
責任者の1人は語っている 3）。放送の編成ス
タイルをインターネットの動画配信に持ち込み
ユーザーの支持につなげようとしてきた。なお，
現在は放送のようなリアルな時間軸に沿ったプ
ログラム編成に加えて，過去番組の配信（一
部有料のオンデマンド）にも力を入れている。
有料制のABEMAプレミアムも，2017年12月
には会員数 8万人だったのが2020 年3月には
67.6万人に増加している 4）。

ほかの無料サービスについてもみていこう。
2017年 から2019年の2年間でみていくと，
TVer（2017年4％→2019年6%）と，GYAO!

（2017年4％→2019年6%）を利用する人の割
合が増えている。

【 参加局が増え続けるTVer 】

TVerは2015年10月に在京民放キー 5局が
スタートさせた無料見逃し配信の公式テレビ
ポータルサイトである。その後，在阪民放も
参加し，最近ではローカル局の番組も増えてい
る。2019年8月にはNHKも一部の番組の配信
を始めた。こうして参加する局が増えるにつれ，
本調査でも利用すると答えた人の割合が増え
る傾向にある。TVerでは，2020年1月に在
京民放5 社のニュース番組をインターネット同時

配信する技術実証実験が行われており，これ
までの見逃し配信からさらに踏み出そうとする
方向性もうかがえる。

【 有料サービスで利用者の多い

      　　　　　　Amazonプライム・ビデオ 】

有料サービスに注目すると，もっとも利用す
る人の割合が多いのは依然としてAmazonプ
ライム・ビデオであるが，2019年の調査では，
増え続けてきたこれまでの推移に少し変化が
みられた。2016年から2017年は3％→5％，
2017年から2018年は5％→8％と増加し続け
たが，2018年から2019年は8％→9％で，こ
れは統計的な観点からは明らかな増加とはい
えなかった。

Amazonプライム・ビデオはネットショッピン
グの購入品が早く配送されるといったAmazon
プライムサービスのうちの1つである。2015年
の日本でのサービス開始以来，年会費3,900
円・月会費400円であったが，2019年4月に年
会費4,900円・月会費500円に初めて値上げさ
れた。ユーザー数の伸びが一時的にしろ鈍化
したようにもみえるのは，こうした影響もあって
のことなのかもしれない。

また，2014年に日本テレビがサービスを開
始したhulu（2017年2%→2019年3%），2015
年にアメリカから上陸したNETFLIX（2017
年1%→2019年3%），スポーツの配信を行う
DAZN（2017年0%→2019年1%）も，2017年
から2019年にかけての2年間では，利用する
人の割合が増えている。

【 若い女性が増えるhulu 】　　
huluは2018年から2019年にかけて女性の
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16～29歳が6％→19％に大きく増加した（表
1）。huluでは日本テレビで放送した連続ドラマ
の「huluオリジナルストーリー」を制作し配信し
ている。2019年に地上波で話題となったドラ
マ『3年A組』（放送は2019年1 ～ 3月）のそ
の後を描いたオリジナル版を制作したり，10・
20 代の女性視聴者を獲得したドラマ『あなた
の番です』（放送は2019年4 ～ 9月）では，オ
リジナルストーリーをほぼ全話に制作したりし
た。また，人気男性アイドルグループSexy 
Zoneの佐藤勝利さんとKing & Princeの髙橋
海人さんを起用して映画化も行ったドラマ『ブ
ラック校則』（放送は2019年10 ～ 11月）でも，
オリジナル版を制作した。こうした取り組みも
あってか，特に若い女性の会員を獲得している
ようだ。

【 中年男性が増えた NETFLIX 】 

NETFLIXは2018年から2019年にかけて
男性の40 代が1％から6％に増加した（表1）。
NETFLIXの全コンテンツの中で2019年に国
内でもっとも多く見られたのは，オリジナルド
ラマ『全裸監督』（2019年8月配信開始）であっ
た。これは独特の演出で知られるAV 5）監督・
村西とおるさんを人気俳優の山田孝之さんが演
じて話題となった作品である。12言語の吹き
替え版，28言語の字幕版が制作され，アジア
の各国でも人気となった。このコンテンツが男
性40 代を中心にユーザーの獲得に貢献したの
だろうか。そうだとすると，このような一部の
人に強い関心を抱かせるエッジの効いたオリジ
ナルコンテンツは利用者の拡大につながってい
く可能性を示しているといえよう。

さらにNETFLIXは，ケーブルテレビ最大
手のJ:COMと業務提携を結び，2019 年12月

からJ:COMのセットトップボックス（ケーブル
テレビでデジタル多チャンネル放送を受信する
専用の受信機）にNETFLIXのアプリがプ
リインストールされるようになった。引き続き
ユーザーの動きに注目していきたい。

3  –2　新型コロナウイルス感染下の
        動画配信サービスの動向

ここで本調査からは外れるが，新型コロナウ
イルス感染下における動画配信サービスの動向
について，少し長くなるが触れておきたい。政
府は2020年4月7日，7つの都府県を対象に

「新型コロナウイルスに関する緊急事態宣言」を
出し，16日には全国に拡大した。不要不急の
外出の自粛，学校の休校や施設の休業などの
要請が行われた。こうした中で始まった動画配
信サービスにおける新たな取り組みは，将来の
メディアのあり方にもつながる可能性を秘めて
いる。

取り組みの方向性としては，主に次の4つに
大別できると考えた。
①外出の自粛に対応して，自宅で楽しむための

動画コンテンツの無料提供などの取り組み
②休校となった子どもたちの教育に関する取り

組み
③ コンサートなどの公演や美術館，神社など

の公開の休止に対する取り組み
④医療従事者などを応援するための，オンライ

ン・コンサートやキャンペーンなどの取り組み
それぞれのサービスごとに，5月上旬現在ま

での取り組みをみていく。

【 YouTubeの取り組み 】

YouTubeは，YouTube Japan公式チャン
ネルで「STAY HOME #WITH ME」と題し
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たキャンペーンを実施している。著名人による，
「うちで過ごそう」というメッセージ動画や，家
で楽しむさまざまなアイデアについての動画を
掲載している。このうち「うちで踊ろう編」で
は，人気アーティスト星野源さんが公開した歌
の動画と，著名人たちがインターネット上でコラ
ボしている。ほかにも「料理編」「ストレッチ編」

「家庭菜園編」「おうちカフェ編」など，人気の
ユーチューバーが自宅でのさまざまな楽しみ方
を紹介している。

また，大型連休期間中は49 組のアーティス
トがそれぞれの公式チャンネルでライブ映像
を無料公開した。このほか5月末から10日間，
無料のオンライン映画祭「WE ARE ONE」の
開催が発表されている。ベルリン国際映画祭
やカンヌ国際映画祭など，世界的に有名な20
以上の映画祭が参加しコンテンツを提供する。
ここでは，新型コロナウイルス感染拡大防止
に取り組む団体への寄付も募る予定である。

さらには，YouTubeで休校中の子どもたち
の自宅学習を支援しようという動きも広がって
いる。全国の多くの教育委員会や学校などが，
児童や生徒向けに独自に授業動画を作成し，
YouTubeを通じて配信を行っている。

【 ABEMAの取り組み 】

ABEMAは 2020 年1 ～ 3月決 算 報 告で，
新型コロナウイルスが拡大した2020 年1月以
降，在宅率の上昇とともにWAU（週間アクティ
ブユーザー：1週間あたりにサービスを利用し
たユーザーの数）が20 ～ 30％上昇したと発表
した。特に安倍首相の会見や4月7日に最初
に緊急事態宣言が出された7都府県の知事会
見などがよく見られたという。

また，ABEMAは緊急事態宣言を受けて，

営業自粛が求められたライブハウスなどのエン
ターテインメント業界を支援するためのライブ
配信番組を4月から開始した。「自宅がクラブ
に変わると自宅時間がより楽しくなる」をテーマ
に，アーティストと視聴者をウェブ会議システム
のZOOMでつないで行う2時間半のダンス音
楽イベントなど，計5回のライブ配信を予定し
ている。本番組の課金システムで集まった収益
は，出演アーティスト，およびエンターテインメ
ントを支える機関へ寄付される予定だ。

【 GYAO!の取り組み 】

GYAO!は「自宅で楽しむ，エンタメ特集」
という特設ページを設けた。木村拓哉さんや
木梨憲武さんらが自宅での楽しみ方を提案す
る動画を掲載，また期間限定でアニメ『SLAM 
DUNK（スラムダンク）』やアイドルグループ
AKB48のライブ映像などの無料配信も行って
いる。

【 ニコニコ動画の取り組み 】

ニコニコ動画は東大寺の大仏を24時間ライ
ブ配信し，リモート参拝してもらおうという取
り組みを行っている。これは東大寺大仏殿の
堂内での拝観停止を受けて行われているもの
である。大仏を映す定点カメラの映像に加え
て，僧侶による読経の音声もライブ配信して
いる。

5月上旬現在，新型コロナウイルス感染拡大
防止のため，全国の美術館・博物館の多くも
休館しているが，ニコニコ生放送では，これ
まで不定期に配信してきた「ニコニコ美術館」
を，希望に応じて無料で制作し配信すること
を発表した。「ニコニコ美術館」は，美術館の
展示会場を専門家などによる解説を交えなが
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らめぐるコンテンツである。公開が中止となっ
た展示を主催者側の負担なく配信し，支えて
いこうというねらいである。

【 TikTokの取り組み 】

ユーザーがショート動画を作成・投稿し，そ
れを共有できるサービスTikTokは，ライブ配
信機能を使って，語学や料理，ビジネスに関
する学習コンテンツの配信を4月から始めた。
また，医療従事者など感染症対策の最前線で
戦う人たちに感謝の拍手を送ろうという福岡市
の取り組みと連動し，感謝を伝える動画の投
稿を募っている。

【 LINE LIVEの取り組み 】

ライブ配信サービスLINE LIVEでは，休
校となった中学生・高校生を対象に英語と国
語のライブ授業を配信した。ライブ配信の特
性を生かして，講師は，配信を視聴するユー
ザーとインターネットを介してコミュニケーショ
ンをとりながら授業を進めた。

【 Amazonプライム・ビデオの取り組み 】

Amazonプライム・ビデオでは，3月から子
ども向けコンテンツを無料配信している。配信
は『ゲゲゲの鬼太郎』『しまじろう』など。

また，4月19日にはAmazonプライム・ビ
デオやYouTubeなど世界中の動画配信サー
ビスやテレビ局などで，バーチャルコンサート

『ONE WORLD：TOGETHER AT HOME』
が配信・放送された。新型コロナウイルスと戦
う医療従事者を支援するために行われたこのコ
ンサートには，ザ・ローリング・ストーンズ，ポー 
ル・マッカートニーさん，レディー・ガガさんら世
界の著名なアーティストが自宅などからオンライ

ンで参加。約138億円の支援金が集まった。

【 huluの取り組み 】

huluは3月からアニメや料理，フィットネスな
どのコンテンツを無料配信している。5月上旬
現在は，安室奈美恵さんのライブ映像や読売
日本交響楽団のコンサート，アニメ映画『名探
偵コナン』などが配信されている。

【 NETFLIXの取り組み 】

NETFLIXは外出自粛の影 響から，2020
年の1～3月に世界の会員数が1,500万人余り
増えて，約1億8,200万人になったと発表した。
また，新型コロナウイルスで収入が減少した世
界中の出演者や制作スタッフを支援するため，
1億ドルの救済基金を設立した。

【 U-NEXTの取り組み 】

U-NEXTは「無観客興行を配信するための
インフラ無償提供プログラム」を3月上旬から
期間限定で行った。新型コロナウイルス感染拡
大のために無観客で開催され収録されたイベン
トを対象に，U-NEXTのプラットフォームを使
い，配信手数料無料で公開した。

【 DAZNの取り組み 】

DAZNは各種のスポーツ競技が休止となる
中で，「Re-LIVE記憶に残る名勝負」と題して，
サッカーのJリーグや自動車レースF1などの過
去の映像を期間限定で配信している。

【 Paraviの取り組み 】

Paraviは3月の上旬から末の間，休 校に
なった児童・生徒向けに，『ROOKIES（ルー
キーズ）』や『オレンジデイズ』といった学校な
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どを舞台にした過去の人気ドラマを無料で配
信した。

【 dTV，dTVチャンネルの取り組み 】

dTVは劇場版『銀魂』シリーズと連動した
ドラマやバラエティーなどのオリジナルコンテン
ツを，3月中旬から5月中旬までの予定で無料
配信している。

dTVチャンネルは2018年にスタートして，現
在は50の専門チャンネルを視聴できるサービス
である。このdTVチャンネルでは，釣りやアニ
メなどに関する約10のチャンネルを3月末から
4月中旬にかけて無料公開した。

【 吉本興業の取り組み 】

劇場公演の自粛が続く中で，吉本興業も4
月に，「＃吉本自宅劇場」と名づけ，動画制作
など独自の取り組みを始めた。自宅から参加す
るお笑いコンテスト「家-1グランプリ2020」を
ABEMAでライブ配信。また，お笑い芸人が
自宅からZOOMなどを用いてYouTubeでライ
ブ配信もする「ヨシモト∞ホール自宅公演」な
どの企画を展開している。

こうした動画配信サービスの取り組
みが，ユーザーにどう受け入れられ，
この先にどうつながっていくのか注視
していきたい。

3  –3　メディア別の信頼性と利用率
（1）　マスメディアと

        ネット系メディアの傾向

再び2019 年11月の「メディア利用
動向調査」に戻ろう。ここからはテレ
ビ，新聞といった伝統的なマスメディ

アとネット系メディアに対する信頼性と利用率
の関係についてみていく。
「ニュースや情報を得るうえで」，それぞれの

メディアについてどの程度信頼しているのか，
またどの程度利用しているのかを尋ねた結果
が図3である。

伝統的なマスメディアについては，ネット系
メディアと比べて，全体的に信頼性が高かっ
た。「民放テレビ」は「信頼している」と「どち
らかといえば信頼している」を合わせた信頼
性は72％，「利用している」と答えた人の割合
である利用率は76％であった。一方で「NHK
テレビ」と「新聞」に関しては，「信頼性」の
高さほどには「利用率」は高いとはいえなかっ
た。「NHK」の信頼性は78％だが，利用率は
68％。「新聞」の信頼性は76％だが，利用率
は57％だった。

次に，ネット系メディアは，全体的に信頼性
はさほど高くなかったが，利用率がこれを顕
著に上回るものがあった。「ニュースサイト・ア
プリ」は信頼性が45％，利用率は51％であっ
た。「SNS」は信頼性が16％，利用率はこれを

図 3　メディアの利用率と信頼性
    　  　（「ニュースや情報を得るうえで」）
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顕著に上回り27％。「動画投稿サイト・アプリ」
も信頼性が15％，利用率は顕著に上回り37％
であった。

この結果から，ニュースや情報の入手にお
いて，「NHKテレビ」や「新聞」は信頼してい
るが利用はしていない人がかなりおり，一方，

「SNS」「動画投稿サイト・アプリ」は信頼して
いないが利用はしている人がかなりいると考え
られる。

（2）若い世代では信頼性が高い

       ネットニュース

次に，この信頼性を年代別にみていく（図

4）。「NHKテレビ」と「新聞」「民放テレビ」は，
おおむね年代が上がるほど信頼性は高くなっ
ている。一方，「ニュースサイト・アプリ」「SNS」

「動画投稿サイト・アプリ」は，おおむね年代
が上がるほど信頼性は低くなっている。

しかし，ここで注目したいのは16～29歳と
30 代では，「NHKテレビ」「新聞」「民放テレビ」
と匹敵するほど，「ニュースサイト・アプリ」の
信頼性が高い点である。例えば，16～29歳

において「ニュースサイト・アプリ」の信頼性は
61％，「NHKテレビ」の信頼性は67％である。
30 代においても同じ数字である。一方，「ニュー
スサイト・アプリ」と同じネット系メディアであ
る「SNS」「動画投稿サイト・アプリ」の信頼性
はそれほど高くはない（「SNS」の信頼性は16
～29歳で30％，30 代で19％。「動画投稿サ
イト ・アプリ」の信頼性は16～29歳で28％，
30 代で16％）。この違いは何によるものだろ
うか。それには情報の発信源が明確であるか
否かが関わっていると筆者は考える。ちなみ
に，本調査では，「利用するニュースサイト・
アプリ」についても尋ねている。利用率が高
かったのは「Yahoo!ニュース」（44％），「LINE 
NEWS」（28％）で3位以降を大きく引き離して
いる。これらのニュースサイト・アプリでは，
ニュースの出典が明示されている。一方，動
画投稿サイトやSNSではもともとの発信源が
明確でないことも多い。『令和元年版情報通
信白書』ではSNSの信頼性に関して次のよう
に指摘している。「ソーシャルメディアにおいて
は『シェア』や『リツイート』といった転送文化

があり，情報の発信者と発信
源が切り離されるという特徴
がある。（中略）このため，ソー
シャルメディア上の情報の発
信源が信頼できるものなのか
は重要であると考えられる」6）。
本調査の結果から，若い世代
においては，同じネット系メ
ディアでも，ニュースや情報の
入手に関して，信頼するもの
としないものを区別している
人がかなりいることがうかが
える。

図 4　年層別のメディアの信頼性
〈「信頼している」「どちらかといえば信頼している」の計〉
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※質問文は「あなたは，インターネット同時配信が災害時などに限らず，
日常的に実施されるようになったら，利用したいと思いますか。」

3  –4　同時配信の利用意向，
        4K・8K放送の認知

2016年から本調査で継続的に調査してきた
項目には，インターネット同時配信の利用意向
と4K・8Kの認知率がある。これについて4年
間の推移をみていく。

【 同時配信の利用意向の推移 】

本調査を実施した2019 年11月の時点では，
NHKのインターネット同時配信はまだ認可され
ていなかった。NHKは同時配信などの費用
は受信料収入の2.5％以内としつつ，これとは
別にユニバーサルサービスや国際インターネッ
ト活用業務など4 項目の予算を設定していた。
これに対して総務省は11月8日にNHKに再
検討を要請した。本調査はまさにこの時期に

あたる11月15日から実施したことは留意され
たい。図 5 が調査結果である。
「利用したい」と「どちらかというと利用した

い」を合わせた「利用したいと思う」は38％ 7）

と，2018年（37%）とさほど変化はなく全体の
4割程度であった。

その後，オリンピック・パラリンピック東京
大会を除くインターネット活用業務を受信料の
2.5%にとどめる形で，2020年1月に認可を受
け，NHKは4月1日から同時配信を本格的に
スタートさせた。この前月の1か月，試行的に
同時配信を実施し，約33万件の利用登録の申
し込みがあった。同時配信がスタートして，利
用意向がどう変わっていくのかについても，引
き続き注目していきたい。

図 5　インターネット同時配信の利用意向※ 図 6　4K・8K の認知率
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【 4Ｋ・8Ｋの認知の推移 】

4Ｋ・8Ｋ放送は，2012年に総務省が「放送
サービスの高度化に関する検討会」を開催して
以来，次世代放送サービスの要と位置づけら
れ，2016年にNHK，民間事業者ともに試験
放送を開始した。そして，2018年12月，NHK
と在京民放などによる「新4K8K衛星放送」の
本放送が始まった。図6は「4K」「8K」という
言葉を知っているかどうかを尋ねた結果であ
る。「4K」について，「どういうものか知ってい
る」が前回と比べて増加し，「名前だけ知って
いる」と合わせた認知率は86％となった。ま
た「8K」の認知率は74％で，前回と比べて増
加した。8K放送も徐々に認知されてきている。
このように4K・8Kの認知が進むとユーザーの
利用率も上がっていくのだろうか。ちなみに，
電子情報技術産業協会によると，出荷された
4K対応テレビが薄型テレビに占める台数の割
合は2018年6月に初めて5割を超えたものの，
2020年3月までほぼ5～6割で推移している。
今後も動向をみていく必要がある。

3  –5　「視聴ログ」の認知

最後にもう1つ，インターネットと放送が結び
つくことで生まれた状況についての調査結果を
記したい。「視聴ログ」についての認知である。
「視聴ログ」とは，視聴率とは違う形で視聴

実態を示すもので，インターネットに接続した
テレビから，放送事業者やメーカーが収集す
る視聴データのことである 8）。2017年に「放送
受信者等の個人情報保護に関するガイドライ
ン」が策定され，課金と統計への活用というこ
れまでの「視聴ログ」収集の目的制限が撤廃
された。広告ビジネスへの活用なども期待され
ている。この視聴ログは，内容や収集方法に

よってさまざまな種類に分けられる。特に，誰
がその番組を見たのかという個人が特定され
ない情報（「非特定視聴履歴」と呼ばれ，IP
アドレス，テレビ端末の識別番号，放送局の
識別ID，テレビに設定された郵便番号，番組
の視聴時刻情報など）の活用に対し，地上放
送局の関心が集まっている。

すでに，すべての民放キー局を含め全国の
いくつもの放送局が，テレビをインターネット
に接続している世帯から，オプトアウト方式で

「視聴ログ（非特定視聴履歴）」を収集する取
り組みを開始している。「オプトアウト方式」と
は，事前に視聴者の同意を得る代わりに，視
聴関連情報を取得し利用することをあらかじめ
知らせ，視聴者が望めば利用停止できるとい
うものであり9），停止する場合には，視聴者自
らデータ放送の画面に入って手続きをしなくて
はならない。

今回の調査では，「視聴ログ」を集めている
ことを知っているかについて尋ねた。関東に住
み，テレビがネットに接続されている人の結果
が図7である。関東は民放キー局の放送エリ
アであり，「視聴ログ」がすでに収集されてい
る地域である。しかし，78％の人は視聴ログ
が集められていることを知らないと回答してい
る。この先，「視聴ログ」の活用を進めていく
ためには，こうした結果を踏まえ，さらなる周
知を行い，視聴者に不安が広がらないように
することが必要だと考える。

7822%

知っている 知らない

図 7　視聴ログの収集についての認知
（関東在住　テレビ・録画機などのネット接続あり 143 人）
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 4. おわりに

本稿では，新しい放送・通信サービスに関
するユーザーの利用状況，意向の把握を目的
とした「メディア利用動向調査」の4回目の結
果を報告してきた。過去の調査結果からの推
移をみると，動画配信やネットニュースなどの
デジタルメディアと，放送など伝統的なメディ
アとの境界が，ユーザーにとっていよいよあい
まいになってきていると筆者は考える。ネット
動画がテレビモニターに映し出され，ABEMA
のようなテレビ的な編成がネットで人気を得る。
ネットニュースと伝統的なマスメディアの信頼
性は若い世代で肉薄する。一方で，放送はイ
ンターネットと接続することで獲得した視聴ログ
という新しい手段をどう使いこなすのか，試行
を続ける。こうした激動のメディア状況の中で，
今回の新型コロナウイルスの感染拡大が発生し
た。この先，人々の暮らし方や価値観は大きく
変わっていくであろう。そのとき，新旧のメディ
アはどう振る舞い，どこに進んでいくのか。引
き続きユーザーの側から激変するメディア地図
を見続けていきたい。

（かわむら まこと）

注：
 1） 2016年から2018年の「メディア利用動向調査」

の結果については以下を参照。
・北村紀一郎，保髙隆之，村上圭子，黛岳郎
（2017）「ユーザーから見た新しい放送・通信
サービス」『放送研究と調査』67（7）；3-24

・村上圭子，黛岳郎，平田明裕，星暁子，有江
幸司（2018）「ユーザーからみた新しい放送・通
信サービス」『放送研究と調査』68（7）；2-27

・保髙隆之，山本佳則（2019）「ユーザーからみ
た新しい放送・通信サービス」『放送研究と調
査』69（7）；36-63

・黛岳郎（2019）「有料動画配信はどこまで拡大
するのか」『放送研究と調査』69（8）；2-19

 2） 2019年1月1日から11月24日までに配信されたコ
ンテンツの視聴データをもとにAbemaTVが
2019年12月に発表したもの。

 3） Bus i ness  Journa l（2017. 3 . 2 7 付）「爆人 気
AbemaTV，なぜ旧来テレビ型なのに『ほぼテレビ
見ない』若者層を獲得? 」のAbemaTV取締役小
池政秀氏のインタビューから
https://biz-journal.jp/2017/03/post_18463.html
※URLは，2020年5月時点のもの。

 4） サイバーエージェント四半期決算説明会資料
（2020年1～3月）

 5） AVとは成人向けビデオのこと。
 6） 『令和元年版情報通信白書』（総務省）P.99「各種

のメディアに対する信頼の状況」から
 7） 回答結果をまとめている場合は，実数で足し上

げて％を計算しているため，単純に％を足し上
げた数字と一致しないことがある。

 8） 視聴ログの現状と課題については以下に詳しい。
村上圭子（2019）「これからの“放送”はどこに向
かうのか? Vol.4 ～放送事業者の“コアミッショ
ン”とは?～」『放送研究と調査』69（10）; 2-32

 9） 視聴関連情報の取扱いに関する協議会「オプト
アウト方式で取得する非特定視聴履歴の取扱い
に関するプラクティス（ver.1.0）」（2019年3月）
では，オプトアウト方式について次のように記
述されている。「視聴者の明示的な同意を事前
に取得する代わりに，予め視聴関連情報の取得
や利用を通知・公表しておき，本人からの求め
に応じて，その利用を停止する手続きを用意す
ることで，視聴関連情報を利用する方式」。


